
ア
メ
リ
カ
経
済

平
　
井
　
規
　
之

一

一
橋
大
学
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
経
済
の
研
究

　
東
京
商
科
大
学
教
官
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
経
済
に
関
説
し
た
も
の
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
な
か
で
単
行

書
と
し
て
は
、
高
垣
寅
次
郎
教
授
『
北
米
合
衆
国
連
邦
準
備
制
度
調
査
』
（
大
正
六
年
）
、
猪
谷
善
一
教
授
『
亜
米
利
加
社
会
経
済

史
』
　
（
昭
和
十
年
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
本
学
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
経
済
の
研
究
が
組
織
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
四
年
五
月
に
、
一
橋

大
学
経
済
研
究
所
が
「
日
本
及
び
世
界
の
経
済
に
関
す
る
総
合
研
究
」
を
達
成
す
る
目
的
で
発
足
し
た
と
き
に
始
ま
る
。
研
究
所
は

当
初
五
研
究
部
門
で
発
足
し
た
が
、
そ
の
一
つ
に
ア
メ
リ
カ
経
済
研
究
部
門
が
あ
っ
た
。
同
研
究
部
門
の
創
立
当
初
の
所
属
教
官

は
、
都
留
重
人
教
授
（
研
究
所
就
任
昭
和
二
十
三
年
九
月
）
、
小
原
敬
士
教
授
（
昭
和
二
十
四
年
六
月
）
、
伊
東
政
吉
助
手
（
昭
和
二

十
五
年
六
月
）
で
あ
り
、
間
も
な
く
佐
藤
定
幸
助
手
と
本
田
創
造
助
手
（
共
に
昭
和
二
十
九
年
二
月
）
が
加
わ
っ
た
。
最
近
で
は
、

平
井
規
之
助
手
（
昭
和
四
十
六
年
六
月
）
が
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
。

珊
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創
立
時
期
の
業
績
と
し
て
、
小
原
敬
士
・
伊
東
政
吉
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
近
の
経
済
集
中
」
（
『
経
済
研
究
』
一
巻
四
号
、
昭

和
二
十
五
年
十
月
）
、
小
原
「
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
の
特
質
ー
独
占
産
業
の
資
本
蓄
積
形
態
ー
」
（
同
上
、
二
巻
二
号
、
昭
和
二

十
六
年
四
月
）
、
小
原
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
剰
余
価
値
率
と
所
得
分
配
率
」
（
同
上
、
三
巻
二
号
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
）
、
小
原

・
伊
東
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
資
本
形
成
」
（
同
上
、
四
巻
一
号
、
昭
和
二
十
八
年
一
月
）
、
小
原
・
伊
東
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
貿
易

と
国
際
収
支
」
（
同
上
、
四
巻
三
号
、
昭
和
二
十
八
年
七
月
）
が
発
表
さ
れ
た
。

　
研
究
所
教
官
は
学
部
講
義
を
担
当
し
な
か
っ
た
が
、
昭
和
二
十
四
年
度
か
ら
昭
和
二
十
七
年
度
ま
で
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
講
義
が
開

設
さ
れ
、
小
原
教
授
は
、
昭
和
二
十
四
年
度
に
は
「
世
界
経
済
」
（
ア
メ
リ
カ
及
び
ソ
連
）
を
野
々
村
一
雄
助
教
授
（
当
時
）
と
担

当
さ
れ
、
昭
和
二
十
五
年
度
に
は
「
ア
メ
リ
カ
経
済
論
」
を
担
当
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
八
年
度
か
ら
研
究
所
教
官
は
大
学
院
講
義
に

参
加
し
、
都
留
教
授
は
社
会
学
研
究
科
で
「
米
国
社
会
」
を
担
当
さ
れ
、
小
原
教
授
は
社
会
学
研
究
科
で
「
米
国
社
会
」
、
経
済
学

研
究
科
で
「
西
洋
経
済
史
特
殊
問
題
」
を
担
当
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
経
済
を
中
心
に
講
義
さ
れ
た
。
社
会
学
研
究
科
の
「
ア
メ
リ
カ
社

会
」
の
講
座
は
今
日
ま
で
継
続
し
、
経
済
学
研
究
科
で
は
昭
和
四
十
四
年
度
に
「
ア
メ
リ
カ
経
済
特
殊
問
題
」
の
講
座
が
新
設
さ

れ
、
そ
れ
以
降
、
研
究
所
の
ア
メ
リ
カ
経
済
研
究
部
門
所
属
教
官
は
、
大
学
院
に
お
い
て
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
講
座
を
担
当
し
て
き

た
。
研
究
所
の
ア
メ
リ
カ
経
済
研
究
部
門
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
の
大
部
門
制
移
行
に
伴
い
、
「
米
・
欧
・
ソ
連
経
済
」
研
究
部
門

に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
　
各
教
官
の
業
績

小
原
敬
士
教
授
の
業
績

瑚
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小
原
敬
士
教
授
は
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
の
ア
メ
リ
カ
経
済
研
究
部
門
の
主
任
教
授
に
迎
え
ら
れ
た
。
当
時

の
教
授
の
研
究
は
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
経
済
学
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
果
は
、
『
ア
メ
リ
カ
経
済
学
の
諸
形
態
』
（
実
業
の

日
本
社
、
昭
和
二
十
四
年
）
、
『
ア
メ
リ
カ
経
済
思
想
の
潮
流
』
（
勤
草
書
房
、
昭
和
二
十
六
年
）
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

研
究
分
野
で
教
授
が
特
に
関
心
を
も
た
れ
た
学
者
は
、
ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
H
・
ハ
ン
セ
ン
と
ソ
ー
ス
タ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
で
あ
る
。

ハ
ン
セ
ン
の
著
書
に
つ
い
て
は
、
『
経
済
政
策
と
完
全
雇
用
』
（
好
学
社
、
昭
和
二
十
四
年
）
を
初
め
と
し
て
伊
東
政
吉
教
授
と
の
共

訳
を
含
め
て
四
冊
の
翻
訳
が
あ
る
。

　
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
研
究
に
つ
い
て
は
、
教
授
は
特
に
情
熱
を
注
が
れ
た
。
そ
の
研
究
の
成
果
は
、
戦
後
間
も
な
く
、
「
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
研

究
」
と
題
し
て
、
東
京
経
済
研
究
所
編
『
経
済
学
講
座
』
（
広
文
社
、
昭
和
二
十
二
年
ー
二
十
三
年
）
の
第
一
巻
、
第
三
巻
お
よ
び

第
六
巻
に
分
載
さ
れ
た
。
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
の
書
物
の
翻
訳
と
し
て
は
、
『
有
閑
階
級
の
理
論
』
（
岩
波
文
庫
、
昭
和
三
十
六
年
）
、
『
技
術

老
と
価
格
体
制
』
（
未
来
社
、
昭
和
三
十
七
年
）
、
『
企
業
の
理
論
』
（
勤
草
書
房
、
昭
和
四
十
年
）
が
あ
り
、
著
書
と
し
て
、
　
『
ヴ
ェ

ブ
レ
ン
』
（
動
草
書
房
、
昭
和
四
十
年
）
、
『
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
の
社
会
経
済
思
想
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
）
が
あ
る
。
ヴ
ェ
ブ
レ

ン
研
究
は
、
教
授
が
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
と
し
て
研
究
し
続
け
て
い
た
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
分
析
に
新
た
な
視
角
を
与
え
た
。
教
授

は
、
亡
く
な
ら
れ
る
二
、
三
ヵ
月
前
に
書
か
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
経
済
研
究
の
回
顧
」
（
東
洋
経
済
『
書
窓
』
昭
和
四
十
七
年
一
月
）

で
そ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
ク
マ
ソ
シ
ッ
プ
　
　
　
　
　
　

セ
じ

　
「
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
を
通
じ
て
わ
た
く
し
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
本
質
を
、
「
製
作
者
気
質
」
と
「
商

ル
ス
マ
ン
シ
ツ
ロ
フ

売
人
気
質
」
と
の
二
元
性
に
お
い
て
捉
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
わ
た
く
し
は
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
性
質
を

考
え
る
ば
あ
い
に
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
重
点
を
お
く
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
流
の
考
え
方
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

皿
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っ
た
。
昭
和
二
十
三
年
に
出
し
た
『
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
形
成
』
と
い
う
書
物
は
な
お
多
分
に
そ
の
よ
う
な
傾
向
を
示
し
て
い

た
。
し
か
し
、
わ
た
く
し
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
史
の
探
求
を
ふ
か
め
て
ゆ
く
途
中
で
商
業
資
本
が
産
業
資
本
と
相
並
ん
で
、
経
済
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
バ
ほ
　
　
　
　
　
バ
ロ

発
展
過
程
で
積
極
的
な
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
や
ア
メ
リ
カ
の
企
業
者
が
生
産
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
す
ぐ
れ
て
「
盗
賊
・
貴

ン
ズ族
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
二
元
的
な
考
え
方
は
、
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
を
よ
む
と
と
も

に
ま
す
ま
す
ふ
か
く
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
の
ば
あ
い
に
は
、
製
作
者
気
質
と
商
売
人
気
質
、
産
業
と
企
業
の
二
元

性
が
そ
の
全
思
想
の
根
底
を
形
づ
く
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
、
そ
の
よ
う
な
二
元
論
の
上
に
立
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
経
済
史
を
見
直
し
、
そ
し
て
書
き
直
し
た
い
と
思
っ
た
」
。

　
教
授
は
ア
メ
リ
カ
経
済
学
に
関
し
て
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
立
派
な
業
績
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
教
授
の
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
は

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
形
成
と
発
展
に
関
す
る
研
究
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
に
関
す
る
教
授
の
研
究
に
は
、
『
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
形
成
』
（
時
潮
社
、
昭
和
二
十
三
年
）
、
『
近
代
資
本

主
義
の
範
疇
ー
ゾ
ン
バ
ル
ト
資
本
主
義
理
論
－
』
（
青
木
書
店
、
昭
和
二
十
三
年
）
、
『
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
主
義
の
形
成
』
（
岩

波
書
店
、
昭
和
二
十
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。
昭
和
三
十
七
年
三
月
『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
産
業
資
本
形
成
過
程
の
研
究
』
に
ょ
っ

て
、
一
橋
大
学
よ
り
経
済
学
博
士
の
学
位
を
受
け
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
研
究
の
一
環
と
し
て
、
教
授
は
、
バ
ラ
ン
、
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ー
共
著
『
独
占
資
本
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十

二
年
）
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
『
ア
メ
リ
カ
経
済
史
』
（
至
誠
堂
、
上
巻
昭
和
四
十
三
年
、
下
巻
昭
和
四
十
四
年
）
、
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
『
大

恐
慌
　
一
九
二
九
』
（
伊
東
政
吉
共
訳
、
T
B
S
　
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
昭
和
五
十
五
年
）
そ
の
他
を
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
著
書
と
し
て
は
、

そ
の
ほ
か
、
『
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
の
経
済
思
想
』
（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
昭
和
四
十
五
年
）
、
『
ア
メ
リ
カ
の
財
閥
』
（
東
洋
経
済
新
報

皿
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ア

社
、
昭
和
二
十
九
年
）
、
『
ビ
ッ
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
論
』
（
丸
善
株
式
会
社
、
昭
和
四
十
六
年
）
、
編
者
『
ア
メ
リ
ヵ
産
軍
複
合
体
制
の
研

究
』
（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
昭
和
四
十
六
年
）
が
あ
る
。

　
小
原
教
授
の
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
研
究
は
、
経
済
史
、
経
済
地
理
、
経
済
思
想
と
い
う
広
汎
な
分
野
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
て
、
教

授
の
研
究
の
集
大
成
が
期
待
さ
れ
た
が
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
二
十
六
日
香
港
で
急
逝
さ
れ
た
こ
と
は
惜
し
み
て
も
余
り
あ
る
と
言

わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

　
都
留
重
人
教
授
の
業
績

　
都
留
重
人
教
授
の
業
績
は
こ
の
学
問
史
の
他
の
部
門
で
も
取
り
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
ア
メ
リ
カ
研
究
の
分
野
に
お
け
る
教

授
の
貢
献
に
か
ん
が
み
、
ア
メ
リ
カ
研
究
プ
ロ
パ
ー
の
業
績
を
取
扱
う
こ
の
部
門
で
も
取
り
あ
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
昭
和
十
八
年
に
教
授
が
東
京
商
大
東
亜
経
済
研
究
所
に
嘱
託
と
し
て
招
か
れ
た
と
き
に
は
、
同
研
究
所
に
ア
メ
リ
カ
部

門
が
で
き
れ
ぽ
そ
の
主
任
に
な
っ
て
ほ
し
い
旨
の
要
請
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
計
画
は
そ
の
後
立
ち
消
え
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。　

都
留
教
授
の
ア
メ
リ
カ
関
係
の
労
作
は
、
教
授
の
処
女
出
版
で
あ
る
『
米
国
の
政
治
と
経
済
政
策
』
（
有
斐
閣
、
昭
和
十
九
年
）

か
ら
最
近
作
で
あ
る
「
一
八
九
〇
年
代
と
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
独
占
化
」
（
所
収
『
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
成
立
と
展
開
』
岩
波

書
店
、
昭
和
四
十
九
年
）
に
ま
で
及
ん
で
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
関
係
の
労
作
の
発
表
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
一
九
四
〇
年
代
か

ら
六
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
も
知
る
滞
米
十
年
と
い
う
教
授
の
体
験
と
教
授
の
具
備
さ
れ

る
透
徹
し
た
史
眼
と
が
両
々
相
侯
っ
て
開
花
し
、
日
本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
研
究
と
、
広
く
は
戦
後
日
本
の
出
発
点
に
お
け
る
日
本

人
の
対
米
認
識
の
深
化
．
拡
大
を
リ
ー
ド
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
刊
行
本
と
し
て
は
、
右
の
『
米
国
の
政
治
と
経
済
政
策
』
の
再
版

田
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の
ほ
か
に
、
『
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
展
開
』
（
近
代
思
想
社
、
昭
和
二
十
四
年
）
、
『
ア
メ
リ
カ
経
済
学
の
旅
』
（
理
想
社
、
昭
和
二

十
四
年
）
、
『
ア
メ
リ
カ
経
済
の
発
展
』
（
動
草
書
房
、
昭
和
二
十
六
年
）
が
あ
り
、
ま
た
多
少
と
も
ア
メ
リ
カ
を
論
じ
た
論
文
を
含

む
も
の
と
し
て
、
『
自
由
と
平
和
の
た
め
に
』
（
要
書
房
、
昭
和
二
十
六
年
）
、
『
二
つ
の
世
界
と
日
本
』
（
和
光
社
、
昭
和
二
十
八
年
）

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
現
在
で
は
、
『
都
留
重
人
著
作
集
　
第
九
巻
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
と
経
済
』
（
講
談
社
、
昭
和

五
十
一
年
）
と
し
て
整
理
さ
れ
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
読
ん
で
も
な
お
そ
の
筆
致
が
み
ず
み
ず
し
さ
を
全
く
失
っ
て
い
な
い

こ
と
は
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
都
留
教
授
の
業
績
を
要
約
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
幸
い
現
在
で
は
右
に
挙
げ
た
『
著
作
集

第
九
巻
』
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
構
成
に
な
ら
っ
て
教
授
の
業
績
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

　
都
留
教
授
の
業
績
を
一
言
を
以
て
お
お
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ぽ
、
そ
れ
は
二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
史
の
多
面
的
な
彫
り
あ
げ

で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
多
面
的
と
い
う
の
は
、
経
済
分
析
を
中
心
に
置
き
つ
つ
し
か
も
政
治
、
社
会
、
文
化
の
多
方
面
に

目
を
配
り
、
つ
ま
り
は
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
し
て
総
括
さ
れ
る
べ
き
叙
述
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
適
所
に
配
置
さ

れ
る
ア
メ
リ
カ
現
代
史
上
の
人
物
の
発
言
の
引
用
は
、
ま
さ
に
歴
史
を
も
っ
て
歴
史
を
語
ら
せ
る
教
授
の
真
骨
頂
で
あ
る
。

　
『
著
作
集
　
第
九
巻
』
の
構
成
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
教
授
の
業
績
は
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
第
一
は
、
世
紀
転
換
期
か

ら
一
九
三
〇
年
代
に
至
る
二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
形
成
史
で
あ
る
。
第
二
は
、
現
在
進
行
中
の
同
時
代
史
で
あ
る
。
こ
の
部
分
で
は

何
と
い
っ
て
も
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
と
い
う
教
授
の
原
体
験
の
分
野
が
中
心
を
な
す
が
、
他
方
、
戦
争
直
後
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け

て
「
い
ま
現
在
」
生
起
し
て
い
る
現
象
な
り
事
件
な
り
を
歴
史
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
中
に
位
置
づ
け
て
解
明
す
る
諸
論
稿
も
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
分
類
の
第
三
は
、
第
二
と
一
部
重
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
教
授
独
特
の
人
物
評
伝
で
あ
る
。
リ
リ
ェ
ン

蹴
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ア

ソ
ー
ル
が
辞
職
す
れ
ぽ
、
そ
の
人
と
な
り
と
彼
を
と
り
ま
く
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
情
勢
が
書
か
れ
る
し
、
「
リ
ン
カ
ン
．
ス
テ
フ
ェ

ン
ズ
の
評
価
」
は
、
ス
テ
フ
ェ
ン
ズ
の
履
歴
、
背
景
、
思
想
を
論
じ
た
本
格
的
人
物
評
伝
で
あ
る
。

　
教
授
は
右
『
著
作
集
　
第
九
巻
』
の
序
で
ア
メ
リ
カ
史
上
の
特
筆
す
べ
き
人
物
に
つ
い
て
『
列
伝
』
を
も
の
し
た
い
旨
の
希
望
を

述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
プ
ラ
ン
の
実
現
す
る
こ
と
を
ひ
た
す
ら
願
う
も
の
で
あ
る
。

　
伊
東
政
吉
教
授
の
業
績

　
伊
東
政
吉
教
授
は
戦
後
の
米
国
の
経
済
政
策
、
特
に
金
融
政
策
を
中
心
に
研
究
し
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
初
期
の
成
果
は
、
『
ア
メ

リ
カ
の
金
融
政
策
1
そ
の
論
争
点
の
分
析
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
本
書
は
、
戦
後
の
米
国
に
お

い
て
は
、
戦
時
か
ら
受
け
つ
が
れ
た
巨
額
の
国
債
の
存
在
と
商
業
銀
行
以
外
の
金
融
機
関
の
急
速
な
発
展
が
戦
後
の
金
融
構
造
を
変

え
、
伝
統
的
な
金
融
政
策
手
段
の
効
果
を
制
約
し
た
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、
そ
の
事
実
認
識
と
解
決
策
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
多

く
の
論
争
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
論
争
過
程
で
生
じ
た
新
し
い
理
論
と
政
策
提
案
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
の
伊
東
教
授
の
研
究
は
金
融
制
度
改
革
に
向
け
ら
れ
、
こ
の
分
野
の
業
績
と
し
て
は
、
「
米
国
金
融
制
度
改
革
の
展
望
」

（
『o
済
研
究
』
二
十
八
巻
三
号
、
昭
和
五
十
二
年
七
月
）
、
「
米
国
金
融
制
度
改
革
の
背
景
と
帰
結
」
（
『
経
済
研
究
』
三
十
二
巻
一

号
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
）
等
が
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
伊
東
教
授
の
経
済
政
策
に
関
す
る
業
績
と
し
て
主
要
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
経
済
成
長
と
物

価
安
定
の
問
題
」
（
『
経
済
研
究
』
十
一
巻
二
号
、
昭
和
三
十
五
年
）
、
「
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
、
ミ
ク
ス
と
ア
メ
リ
ヵ
の
経
済
政
策
ー
長

期
繁
栄
の
一
分
析
　
　
」
（
『
経
済
研
究
』
二
十
巻
二
号
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
）
、
「
ア
メ
リ
ヵ
の
イ
ン
フ
レ
と
財
政
金
融
政
策
」

（
『

o
済
研
究
』
二
十
四
巻
三
号
、
昭
和
四
十
八
年
七
月
）
、
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
国
債
管
理
の
問
題
」
（
『
証
券
研
究
』
二
十
一
巻
、

邸
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昭
和
四
十
二
年
六
月
）
等
が
あ
る
。

　
な
お
、
小
原
教
授
の
項
で
挙
げ
た
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
『
大
恐
慌
　
一
九
二
九
』
と
と
も
に
、
ハ
ン
セ
ン
『
貨
幣
理
論
と
財
政
政
策
』

（
有
斐
閣
　
昭
和
二
十
八
年
）
、
同
『
ア
メ
リ
カ
の
経
済
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
三
十
四
年
）
は
、
小
原
、
伊
東
両
教
授
の
共

訳
で
あ
る
。

　
佐
藤
定
幸
教
授
の
業
績

　
佐
藤
定
幸
教
授
の
業
績
は
次
の
四
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
経
済
力
集
中
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
「
ア
メ
リ
カ
自
動
車
産
業
に
お
け
る
独
占
　
ω
戦
後
に
お
け

る
自
動
車
産
業
の
集
中
」
（
『
経
済
研
究
』
九
巻
三
号
、
昭
和
三
十
三
年
七
月
）
、
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
経
済
力
集
中
と
独
禁
政

策
」
（
『
世
界
経
済
評
論
』
昭
和
三
十
九
年
六
月
）
、
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
経
済
力
集
中
の
新
動
向
と
反
独
占
政
策
」
（
『
経
済
研
究
』

二
十
巻
一
号
、
昭
和
四
十
四
年
一
月
）
な
ど
多
く
の
論
文
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
『
米
国
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
産
業
ー
競
争
と
独
占
』

（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
二
年
）
お
よ
び
『
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
』
（
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
四
十
四
年
）
の
二
著
書
に
結
実
し
て
い

る
。　

第
二
は
ア
メ
リ
カ
の
金
融
資
本
お
よ
び
金
融
寡
頭
制
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
「
ア
メ
リ
カ
の
金
融
資
本
1
『
利
益
集
団
』
は

消
滅
し
た
か
ー
」
（
『
経
済
研
究
』
十
八
巻
四
号
、
昭
和
四
十
二
年
十
月
）
、
「
ア
メ
リ
カ
経
済
に
お
け
る
『
家
族
支
配
』
」
（
『
一
橋

論
叢
』
六
十
二
巻
六
号
、
昭
和
四
十
四
年
六
月
）
な
ど
が
こ
の
系
列
に
属
す
る
。

　
第
三
は
ア
メ
リ
カ
の
景
気
循
環
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
経
済
の
循
環
的
発
展
に
つ
い
て
」
（
『
経
済
研
究
』
七

巻
一
号
、
昭
和
三
十
一
年
一
月
）
を
は
じ
め
、
『
経
済
研
究
』
、
『
経
済
評
論
』
、
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
誌
な
ど
に
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す

蹴
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メア

る
多
く
の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
特
に
『
戦
後
世
界
の
景
気
循
環
』
（
ゴ
ニ
書
房
、
昭
和
三
十
四
年
）
は
、
一
九
五
七
ー
五
八

年
恐
慌
を
循
環
性
恐
慌
と
規
定
す
る
立
場
か
ら
書
か
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
戦
後
循
環
論
争
」
の
中
で
一
定
の
評
価
を
与
え
ら
れ

て
い
る
。

　
第
四
は
多
国
籍
企
業
に
関
す
る
研
究
で
あ
り
、
佐
藤
教
授
の
研
究
活
動
は
近
年
も
っ
ぱ
ら
こ
の
テ
ー
マ
に
集
中
し
て
い
る
。
　
「
多

国
籍
企
業
の
行
動
と
論
理
ー
と
く
に
国
家
主
権
と
関
連
し
て
」
（
『
経
済
研
究
』
二
十
三
巻
三
号
、
昭
和
四
十
七
年
七
月
）
、
「
資
本

輸
出
の
現
代
的
形
態
と
世
界
企
業
」
（
所
収
『
新
マ
ル
ク
ス
経
済
学
講
座
』
、
第
三
巻
、
有
斐
閣
、
昭
和
四
十
七
年
）
、
「
多
国
籍
企
業

に
お
け
る
資
本
調
達
の
理
論
と
現
実
」
（
『
経
済
研
究
』
二
十
五
巻
三
号
、
昭
和
四
十
九
年
七
月
）
な
ど
が
主
な
研
究
成
果
で
あ
る
が
、

佐
藤
教
授
の
多
国
籍
企
業
論
の
特
徴
は
、
そ
れ
を
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
の
世
界
経
済
支
配
と
い
う
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
世
界
市

場
に
お
け
る
各
国
寡
占
体
間
の
協
調
と
競
争
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
先
進
国
相
互
間

の
直
接
投
資
、
特
に
西
欧
諸
国
や
日
本
の
資
本
の
対
米
進
出
に
大
き
な
注
意
を
払
い
、
い
く
つ
か
の
調
査
結
果
を
発
表
さ
れ
て
い

る
。
「
ア
メ
リ
カ
に
た
い
す
る
外
国
直
接
投
資
－
最
近
に
お
け
る
急
増
と
そ
の
意
義
」
（
『
経
済
研
究
』
二
十
六
巻
四
号
、
昭
和
五

十
年
十
月
）
、
『
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
外
国
直
接
投
資
』
（
「
多
国
籍
企
業
の
発
展
と
国
際
経
済
環
境
の
変
化
に
関
す
る
研
究
」
シ
リ
ー

ズ
、
M
1
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
）
お
よ
び
「
ア
メ
リ
ヵ
銀
行
業
へ
の
外
国
投
資
」
（
『
経
済
研
究
』
三
十
巻
二
号
、
昭
和
五
十
四
年

四
月
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
日
本
企
業
の
多
国
籍
企
業
化
の
可
能
性
と
限
界
」
（
『
世
界
経
済
評
論
』
昭
和
五
十
二
年
七
月
）
は

い
わ
ゆ
る
日
本
型
多
国
籍
企
業
成
立
の
基
本
条
件
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
田
創
造
教
授
の
業
績

　
本
田
創
造
教
授
の
研
究
は
相
互
に
密
接
に
補
完
し
あ
う
二
つ
の
テ
ー
マ
を
軸
に
行
わ
れ
て
き
た
。
第
一
の
テ
ー
マ
は
世
界
史
発
展

田
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の
基
本
法
則
認
識
を
深
化
さ
せ
る
立
場
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
経
済
史
研
究
で
あ
り
、
第
二
の
テ
ー
マ
は
ア
メ
リ
カ
黒
人
史
研
究
の
視
角

か
ら
の
ア
メ
リ
カ
史
の
再
構
築
で
あ
る
。

　
第
一
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
奴
隷
制
廃
止
運
動
の
歴
史
的
前
提
－
南
部
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
制
度
」

（
『

o
済
研
究
』
七
巻
四
号
、
昭
和
三
十
一
年
十
月
）
、
「
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
『
資
本
』
の
一
考
察
ー
プ
ラ
ン
タ
ー
概
念
の
経
済

的
規
定
に
関
し
て
」
（
『
経
済
研
究
』
九
巻
四
号
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
）
、
「
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
形
成
に
お
け
る
『
南
部
』
の
問

題
」
（
『
経
済
研
究
』
十
巻
四
号
、
昭
和
三
十
四
年
十
月
）
、
「
ア
メ
リ
カ
革
命
の
問
題
点
」
（
『
経
済
研
究
』
十
二
巻
四
号
、
昭
和
三
十

六
年
四
月
）
、
「
南
北
戦
争
研
究
の
一
視
角
」
（
『
経
済
研
究
』
十
三
巻
三
号
、
昭
和
三
十
七
年
七
月
）
そ
の
他
多
数
の
論
文
が
あ
り
、

著
書
『
ア
メ
リ
カ
南
部
奴
隷
制
社
会
の
経
済
構
造
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
九
年
）
と
し
て
結
実
し
た
。
本
書
は
、
セ
ク
シ
ョ
ン

や
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
き
わ
め
て
ア
メ
リ
カ
的
な
特
殊
性
を
考
慮
し
た
う
え
で
南
北
戦
争
を
市
民
革
命
‖
ア
メ
リ
カ
第
二
の
ブ
ル

ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
と
い
う
普
遍
的
な
法
則
の
一
つ
の
発
現
と
し
て
規
定
し
、
ま
た
、
北
部
産
業
資
本
と
南
部
奴
隷
制
寡
頭
権
力

の
対
抗
の
中
に
南
北
戦
争
の
原
因
を
見
出
だ
そ
う
と
す
る
一
般
論
を
排
し
て
、
そ
う
し
た
外
的
状
況
を
所
与
の
も
の
と
し
て
前
提
し

た
う
え
で
南
部
自
体
の
「
内
的
要
因
」
に
そ
の
基
本
的
原
因
を
求
め
て
い
る
。
教
授
に
よ
れ
ば
、
北
部
は
工
業
の
展
開
が
南
部
よ
り

進
ん
で
い
た
と
し
て
も
農
業
も
ま
た
発
展
し
て
お
り
、
従
っ
て
対
比
す
べ
き
は
南
北
農
業
の
質
1
1
歴
史
的
規
定
性
で
あ
り
、
南
部
農

業
の
基
本
的
特
徴
は
、
前
近
代
的
非
資
本
主
義
的
な
「
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
奴
隷
制
的
所
有
」
と
い
う
奴
隷
所
有
と
土
地
所
有
の
統

一
的
結
合
関
係
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
分
析
過
程
で
発
見
さ
れ
た
合
衆
国
第
八
回
セ
ン
サ
ス
の
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
、
そ
れ
を
見
逃

し
た
た
め
に
日
米
両
国
の
研
究
者
が
陥
っ
た
誤
り
、
特
に
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
を
低
南
部
に
入
れ
る
か
、
高
南
部
に
入
れ
る
か
を
め
ぐ
る

誤
り
を
教
授
が
鋭
く
つ
い
た
こ
と
は
、
厳
密
な
資
料
批
判
の
一
例
と
し
て
つ
と
に
著
名
な
で
き
ご
と
で
あ
る
。

顕



済経
カリメ

ア

　
第
二
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
多
数
の
論
文
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
刊
行
本
だ
け
を
挙
げ
れ
ぽ
、
『
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
歴
史
』
（
岩
波

新
書
、
昭
和
三
十
九
年
）
、
『
ア
メ
リ
ヵ
社
会
と
黒
人
－
黒
人
問
題
の
歴
史
的
考
察
』
（
大
月
書
店
、
昭
和
四
十
七
年
）
、
　
『
南
北
戦

争
・
再
建
の
時
代
ー
ひ
と
つ
の
黒
人
解
放
史
』
（
創
元
社
、
昭
和
四
十
九
年
）
が
あ
る
。
本
田
教
授
に
と
っ
て
ア
メ
リ
ヵ
黒
人
史

と
は
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
黒
人
を
無
視
す
る
よ
う
な
史
観
と
方
法
で
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
史
研
究
に
対
す
る
根

本
的
批
判
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
科
学
的
な
ア
メ
リ
ヵ
史
の
確
立
の
た
め
の
史
観
・
方
法
の
追
求
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

　
平
井
規
之
教
授
の
業
績

　
平
井
の
研
究
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
戦
前
戦
後
の
景
気
循
環
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
。
特
に
戦
前
期
に
つ
い
て
は
一
九
三
〇
年

代
の
大
不
況
下
に
お
け
る
合
衆
国
政
府
の
財
政
政
策
の
展
開
に
注
目
し
て
い
る
。
主
要
な
論
文
を
あ
げ
れ
ぽ
、
コ
九
五
七
ー
八
年

恐
慌
と
価
格
の
下
方
硬
直
性
」
（
『
経
済
研
究
』
二
十
四
巻
四
号
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
）
、
三
九
二
九
年
恐
慌
論
サ
ー
ヴ
ェ
イ
」

（
『

o
済
研
究
』
二
十
七
巻
一
号
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
）
、
「
フ
ー
ヴ
ァ
政
権
の
恐
慌
対
策
－
財
政
政
策
の
「
革
命
」
前
夜
」

（
『

o
済
研
究
』
二
十
八
巻
二
号
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
）
、
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
一
九
七
三
ー
七
五
年
景
気
後
退
の
性
格

に
つ
い
て
」
（
『
経
済
研
究
』
三
十
一
巻
四
号
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
）
な
ど
が
あ
る
。

珊


